職種：設備管理　　職務：メンテナンス

【概要】

　メンテナンスとは、レーンおよびマシンの保守・維持管理の仕事である。

【仕事の内容】

メンテナンスでは、レーンやマシンの保守・維持管理を職務とし、以下の業務を実施する。

1 レーン保守・維持管理：レーン・コンディションを維持し、レーンの定期的な点検、補修を実施する。また、レーンの延命策を検討、実行する。

2 マシン保守・維持管理：マシンの清掃、定期的な点検、修理を実施する。また、マシンの延命策を検討、実行する。

【求められる経験・能力】

〈入職に求められる経験〉

（1） 入職に際して、特別な知識や経験は必要とされないが、工業高校や高専などの機械科や電気科などを卒業して電気や機械の工学系の専門知識を身に付けておくことが必要である。

（2） 経歴者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

〈求められる能力〉

（1） メンテナンスにおいて必要とされる資質は、機械の保守作業やプロセスに関する興味や関心を持っていること、また、技能向上への意欲を持っていることなどがあげられる。

（2） ボウリング場の多くはメンテナンス要員を１～２名程度しか配置していない場合が多いため、自ら安全管理、作業管理等を徹底できる能力が必要とされる。

【関連する資格・検定等】

· レーン検査員　（(財)全日本ボウリング協会、(社)日本ボウリング場協会）

· 技能検定制度（職種：機械保全）

特級　

　　　　　　　　　１級　機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業

　　　　　　　　　２級　（１級に同じ）

　　　　　　　　　３級　機械保全作業

　・高度熟練技能者　（職種：機械保全）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　５７２　一般機械器具修理工

　５８１　電気機械組立工・修理工


